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2026 年 7 ⽉ 10 ⽇（⾦）開催 学術情報流通に関する連続セミナー 第 13 回 
「知の集積が知を吐き出す装置になるとき：AI は研究の何を変えるか」 

開催報告 
 

2026 年 7 ⽉ 10 ⽇（⾦）13:30〜15:00、研究⼤学コンソーシアム「学術情報流通の在り
⽅に関する連絡会」主催による、学術情報流通に関する連続セミナー第 13 回「知の集積
が知を吐き出す装置になるとき：AI は研究の何を変えるか」を開催しました。 
 今回は、東北⼤学情報科学研究科の⻄⽻美准教授を講師に迎え、⻄⽒が実際に AI を活
⽤して研究を進めてきた⾃⾝の経験を踏まえ、AI 技術の進歩に伴い、その活⽤⽅法がどの
ように変化してきたのかについて、具体的な研究事例を交えながら紹介されました。あわ
せて、研究者へ与えたインパクト、AI が⽣み出した成果に対する評価について率直な⾒解
が⽰されました。AI 技術が急速に発展する中、今後の研究活動や学術情報流通のあり⽅を
考える貴重な機会となりました。 

質疑応答は、北陸先端科学技術⼤学院⼤学の⼩泉周理事・副学⻑のファシリテーション
のもと、会場およびオンライン参加者から活発に質問や意⾒が寄せられました。「⼈間に
よる成果発表を前提としてきた学術情報流通の仕組みは、AI による⼤量の知識⽣産にどう
対応するか」「AI が研究活動に広く浸透する中で、⼈間に求められる能⼒とは何か」とい
った論点を中⼼に、研究と AI の関係、さらには学術情報流通の将来像について活発な議
論が展開されました。 

講演終了後に会場で開催されたアフターセッションには、対⾯参加者の多くが参加し、
講師を囲んで活発な意⾒交換が⾏われました。 

 
■参加者数 192名（対⾯ 27名、オンライン 165名） 
 
■当⽇の様⼦ 

 
講演する⻄准教授 



2 

 
⻄准教授の講演に聞き⼊る会場参加者 
 

 
アフターセッションにて活発に意⾒交換する会場参加者 
 
■アンケート結果 回答数：99 
○所属機関 
国⽴⼤学：63、私⽴⼤学：19、国⽴研究機関・官公庁：8、公⽴⼤学：4、⺠間企業：3、
⼤学共同利⽤機関法⼈：1、その他：1 

 
○職種  
職員（図書系）：33、URA：22、教員・研究職：19、職員（事務系）：9、職員（研究
推進系）：7、学⽣：3、出版関係者：1、その他：6 
○セミナーは参考になりましたか 

参考になった：81、まあ参考になった：17、あまり参考にならなかった：1 
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〇ご意⾒・ご感想 ※公開の同意をいただいたものです。 

· ⾃分の業務に直接参考になるわけではないが（そのことはタイトルからわかっていて
視聴していたが）、⾯⽩い話を聞けたので⼤満⾜。先⽣が仰っていたとおり、最新動
向なら AI に聞くのが⼀番だから実践の話をする、としてくれたことが良かったのだと
思う。 

· 現場の研究者が実際に AI を使って研究を進めた事例が参考になりました。 

· AI に関するテーマであれば、⼤学事務の業務にも⽣かせると思い、参加いたしまし
た。今後も AI に関するテーマがあれば、ぜひ参加して勉強したいと思っています。 

· ⼈間の能⼒を超えた AI によるアウトプットが、今後のサイエンスの世界をどのように
変えていくのか、今、まさに過渡期なのだと思います。最先端の取り組みを伺うこと
ができて、とても有意義でした。 

· 本⽇、講師の語り⼝がとても親しみやすく、⼤変⾯⽩く拝聴させていただきました。
AI で研究の速度、パフォーマンスがあがっているのを研究者本⼈から聞けて参考にな
りました。 

· 研究現場にとって、AI がどのようものなのかが、とても良くイメージできました。ま
た、AI と⼈の関係、有り⽅について、意⾒交換も含めとても参考になりました。 

· 貴重なご講演をありがとうございました。技術的に⾼度なお話と、ヒューマンな視点
からの質問の化学反応が⾯⽩かったです。 

· 最後の，「AI との共⽣時代において，⼈間に求められる能⼒とは何か？」というよう
な質問が，とても興味深かったです． 

· AI が現実に研究を遂⾏していることを聞いて衝撃的だったが、同時に学術世界が新し
いフェーズに進んでいるように思えてワクワクした。 

· 研究者にも、⼿を動かして作業するのが好きで⽣成 AI に負けてしまいそうな⼈たち
と、好奇⼼が強くて新知⾒が得られるならいくらでも AI を使い倒してやろうと思って
いる⼈たちの 2種類がある、という話が興味深かった。 

· 「今後」AI を使った研究が広がるんだろうなと思っていたら、まさに「今」研究がお
こなわれていることを知り、⾃分の認識があまりにも遅れていたことに衝撃を受けま
した。茶話会でも現状認識を深める意⾒をたくさん知ることができ、⼤変刺激を受け
ました。ありがとうございました。 

· 会場参加者との質疑の中で出てきた「（今度、⽣⾝の⼈間に必要なことは）AI を押し
返す⼒」と⾔う⾔葉が⼤変印象的でした。また、質問者が発しておられた、AI が⾃由
に使える国・地域とそうではない国・地域の格差という点もこれまであまり考えてこ
とがなかったので、⼤変刺激になりました。こういう質疑応答がフランクにされるの
がこのセミナーの良い点だとも思いました。 

· いつもタイムリーで刺激的な内容のセミナーをありがとうございます。⼤変参考にな
ります。次回の向⼭先⽣のセミナーを楽しみにしております。どうぞよろしくお願い
いたします。 

· 今回の内容を⾃分が所属する⼤学内での議論の参考にさせていただきます。ありがと
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うございました。 

· 勉強になりました。ありがとうございました。 

· ⼤変⾯⽩いお話でした。ありがとうございました。 
· ⼤変⾯⽩いテーマ、ご講演でした。ありがとうございました。 

· 刺激的なお話で⼤変勉強になりました。ありがとうございました。 

· 素晴らしいセミナーでとても参考になりました。ありがとうございました。 

· とても参考になりました。ありがとうございました。 
· 先⽣のお話が⾯⽩く、とても勉強になりました。 


